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Abstract
In this study, we developed a medication support system. First, ultrasonic, strain, and three-axis acceleration
sensors were attached to the medicine box. The sensors were controlled by a Raspberry Pi3 to create an IoT medicine
box. The controlled results were stored in a database called DynamoDB using the AWS cloud service. The sensor data
were distributed to specified e-mail addresses, thereby allowing the state of the medicine box to be publicized. In
addition, by developing Alexa skills based on the acquired sensor data, an Amazon Echo Plus was used to express the
state of the medicine box and provide feedback to users.




























Fig. 1 Outline of medication support system
の状態を把握し服薬を本人へ促し飲み忘れを防ぎ，クラウドサービスを介し遠く離れた人たちへ周知することで服薬確
認だけでなく生存の確認も可能となる．









れらを Raspberry Pi3で制御する．そして AWS IoT で Raspberry Pi3と Amazon Web Service を接続する．Raspberry
Pi3で取得したセンサデータを JSON 形式で送信するため，Lambda 関数を用いてセンサデータを整理し，DynamoDB
に結果を格納する．また同時に Simple Notification Service で指定したアドレスにメールを配信する．さらに，
DynamoDB に格納された結果を別の Lambda 関数を用いて呼び出し Amazon Echo で薬箱を使用する高齢者へ音声で
呼びかけを行う．以下に使用した Raspberry Pi3と各センサ，Amazon Web Service，作成したシステムについて示す．
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Table 1 Raspberry Pi3 Model B+ Specification






Fig. 2 Raspberry Pi3 Model B+












PC と同様に操作ができる．OS は Raspbian をインストールして使用する．Raspberry Pi の特徴として，まず安価で小
型であることが挙げられる．次に Raspberry Pi には GPIO（General Purpose Input / Output）ポートと呼ばれる汎用
入出力ピンがあり，電気的なデジタル信号を入出力することが可能である．これらにセンサを接続して，プログラムで
直接制御できる（3）．さらに今回使用する Raspberry Pi3（以後 RasPi3）は Wi-Fi と Bluetooth 機能を搭載している．IoT


















Fig. 4 Load cell (SC 616C 500g)














3・5 Amazon Web Service
Amazon Web Service（以後 AWS）はクラウドの拡張性のある低コストのインフラストラクチャプラットフォーム
で，迅速な活動や IT コスト削減，アプリケーションの拡張などを実現するために役立つ幅広いサービスを提供してい
る．本研究では蓋の開閉の様子や薬の有無の状態を周知するメール配信のため AWS IoT と DynamoDB，Simple
Notification Service（以後 SNS），Lambda を利用した．AWS IoT は RasPi3と AWS のサービスを接続し処理するサー
ビスである．DynamoDB は AWS 上のデータベース，SNS はメッセージの送信を管理する．Lambda は RasPi3から
AWS に送信されるセンサデータを整理するための関数と，音声での呼びかけ時に使用するセンサデータの読み取り，
Amazon Echo Plus の発話パターンを示す関数として利用した．
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Fig. 6 IoT medicine box
Fig. 7 Medicine sorting box
3・6 Amazon Echo Plus




















Fig. 8 IoT medicine box and Amazon Echo Plus
Fig. 9 Flowchart
5．薬箱の状態のメール配信システム
4で述べた IoT 薬箱において RasPi3で得たセンサデータをクラウド上の AWS に送信する．まず，AWS IoT を利
用して IoT 薬箱と AWS を接続した．AWS IoT にてデバイスの設定をし，接続用の zip ファイルを RasPi3側で解凍
することで接続を行った．次にルールを作成した．ルールは RasPi3から AWS にデータを受信した時に AWS 側の処
理を指定するものである．本研究では，Lambda 関数を呼び出し DynamoDB にセンサデータを格納する，メールを配
信するという3つの処理をするのでこれをルールで指定した．センサデータは JSON 形式で AWS に送信するので，そ
れを Lambda で整理し，DynamoDB に格納する．それと同時に SNS で指定したメールアドレスにセンサデータを配信
する．
6．音声呼びかけシステム
図8に使用した IoT 薬箱と Amazon Echo Plus を示す．まず，AWS の Lambda で，関数を作成する．その関数内で
DynamoDB に格納された各項目の最新のセンサデータを読み取り，そのセンサデータに従って Amazon Echo Plus が






Fig. 10 Screen of Raspberry Pi
Fig. 11 Screen of DynamoDB





データと蓋の開閉を open，または close で表示した．図10は薬仕分けボックスの中に薬が有り，薬箱の蓋が開いてい










本研究では複数のセンサと RasPi3を駆使して IoT 薬箱を作製し，また AWS と Amazon Echo Plus を利用してメー
ル配信システム，音声呼びかけシステムを構築した．IoT 薬箱には薬箱に複数のセンサを取り付け，蓋の開閉の様子や
薬の有無の判定をした．またそのセンサデータを AWS を用いて DB 化及びメール配信することで，遠く離れた人たち
にも伝えることを可能とした．さらに IoT 薬箱の利用者へのアプローチとして RasPi3で取得したセンサデータをもと
にアレクサスキルを開発し，Amazon Echo Plus による音声での呼びかけシステムを構築した．またシステム構築時に
AWS を利用したため，SNS 等の AWS 内の他のサービスとの連携を簡単に行え，サーバの構築，管理を必要とせず本
システムの IoT 化を実現した．
今後は，メール内容が JSON 形式のセンサデータの配信のため，メールの内容を誰にでも分かりやすい内容にするこ
と，Amazon Echo Plus による音声呼びかけシステムを利用する際「アレクサ，薬箱開いて」とスキルを呼び出して使
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